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（
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
の
一
部
改
正
）

第
五
十
四
条

組
織
的
犯
罪
処
罰
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
第
十
五
号
中
「
第
七
十
三
条
の
二
」
を
「
第
七
十
三
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、「
不
法
就
労
助
長
）」の

下
に
「
又
は
第
七
十
三
条
の
五
（
在
留
カ
ー
ド
偽
造
等
準
備
）」を
加
え
る
。

別
表
第
二
中
第
三
十
二
号
を
第
三
十
三
号
と
し
、
第
二
十
六
号
か
ら
第
三
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
二
十
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
六

日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法

（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
二
十
八
条
（
特
別
永
住
者
証
明
書
偽
造
等
準
備
）
の
罪

（
調
整
規
定
）

第
五
十
五
条

第
三
号
施
行
日
が
刑
法
等
一
部
改
正
法
施
行
日
前
で
あ
る
場
合
に
は
、
施
行
日
（
刑
法
等
一
部
改
正
法

施
行
日
が
施
行
日
前
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
刑
法
等
一
部
改
正
法
施
行
日
）
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
組
織

的
犯
罪
処
罰
法
別
表
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
表
第
二
十
六
号
中
「
第
七
十
三
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の

は
、「
第
七
十
三
条
の
二
」
と
す
る
。

２

施
行
日
が
刑
法
等
一
部
改
正
法
施
行
日
前
で
あ
る
場
合
に
は
、
刑
法
等
一
部
改
正
法
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に

お
け
る
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
別
表
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
表
第
二
十
六
号
中
「
不
法
就
労
助
長
）、
第
七

十
四
条
」
と
あ
る
の
は
、「
不
法
就
労
助
長
）、
第
七
十
三
条
の
三
（
在
留
カ
ー
ド
偽
造
等
）、
第
七
十
三
条
の
四
（
偽

造
在
留
カ
ー
ド
等
所
持
）、
第
七
十
三
条
の
五
（
在
留
カ
ー
ド
偽
造
等
準
備
）、
第
七
十
四
条
」
と
す
る
。

３

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
同
項
の
場
合
に
お
い
て
、
刑
法
等
一
部
改
正
法
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お

け
る
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
別
表
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離

脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
第
二
十
六
条
（
特
別
永
住
者
証
明
書
偽
造
等
）、
第
二
十
七
条
（
偽

造
特
別
永
住
者
証
明
書
等
所
持
）
及
び
第
二
十
八
条
（
特
別
永
住
者
証
明
書
偽
造
等
準
備
）
の
罪
は
、
組
織
的
犯
罪

処
罰
法
別
表
第
二
十
六
号
に
掲
げ
る
罪
と
み
な
す
。

（
地
方
公
共
団
体
の
特
定
の
事
務
の
郵
便
局
に
お
け
る
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
十
六
条

地
方
公
共
団
体
の
特
定
の
事
務
の
郵
便
局
に
お
け
る
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百

二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
六
号
を
第
五
号
と
す
る
。

第
七
条
中
「
、
第
三
号
又
は
第
五
号
」
を
「
又
は
第
四
号
」
に
改
め
る
。

（
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
十
七
条

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
の
項
中
「
第
十
一
条
第
一
項
」
の

下
に
「
、
第
十
九
条
の
七
第
一
項
、
第
十
九
条
の
八
第
一
項
、
第
十
九
条
の
九
第
一
項
、
第
十
九
条
の
十
第
一
項
、

第
十
九
条
の
十
一
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
九
条
の
十
二
第
一
項
、
第
十
九
条
の
十
三
第
一
項
及
び
第
三
項
」
を

加
え
、「
及
び
第
六
十
一
条
の
二
の
九
第
一
項
」
を
「
並
び
に
第
六
十
一
条
の
二
の
九
第
一
項
」
に
改
め
、「
第
十
九
条

の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
十
九
条
の
六
、
第
十
九
条
の
七
第
二
項
（
第
十
九
条
の
八
第
二
項
及
び
第
十
九
条
の

九
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
九
条
の
十
第
二
項
（
第
十
九
条
の
十
一
第
三
項
、
第
十
九
条

の
十
二
第
二
項
及
び
第
十
九
条
の
十
三
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
、「
第
二
十
条
第
四
項
（
」

の
下
に
「
第
二
十
一
条
第
四
項
及
び
」
を
加
え
、「
、
第
二
十
一
条
第
四
項
」
を
削
り
、「
第
六
十
三
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
の
下
に
「
、
第
五
十
条
第
三
項
」
を
加
え
、
同
表
外
国
人
登
録
法
（
昭
和
二
十
七
年

法
律
第
百
二
十
五
号
）
の
項
を
削
り
、
同
表
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出

入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
の
項
中
「
及
び
第
五
条
第
三
項
」
を
「
、
第
五
条
第

三
項
、
第
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
三
条
第
一
項
並

び
に
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
」
に
改
め
、「
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
条
第

三
項
並
び
に
第
十
一
条
第
二
項
（
第
十
二
条
第
三
項
、
第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

（
競
争
の
導
入
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
十
八
条

競
争
の
導
入
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
五
十
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
四
条
第
一
項
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
六
号
を
第
五
号

と
し
、
同
条
第
九
項
中
「
第
四
号
又
は
第
六
号
」
を
「
第
三
号
又
は
第
五
号
」に
改
め
、「
又
は
第
三
号
」を
削
り
、「
同

項
第
五
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

（
法
務
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
五
十
九
条

法
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
第
三
十
五
号
を
削
り
、
第
三
十
六
号
を
第
三
十
五
号
と
し
、
第
三
十
七
号
か
ら
第
四
十
号
ま
で
を
一
号

ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

附
則
中
第
三
項
を
削
り
、
第
四
項
を
第
三
項
と
す
る
。

（
検
討
）

第
六
十
条

法
務
大
臣
は
、
現
に
本
邦
に
在
留
す
る
外
国
人
で
あ
っ
て
入
管
法
又
は
特
例
法
の
規
定
に
よ
り
本
邦
に
在

留
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
以
外
の
も
の
の
う
ち
入
管
法
第
五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
仮
放
免
を
さ
れ
当
該
仮

放
免
の
日
か
ら
一
定
期
間
を
経
過
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
こ
の
法
律
の
円
滑
な
施
行
を
図
る
と
と
も
に
、
施
行
日
以

後
に
お
い
て
も
な
お
そ
の
者
が
行
政
上
の
便
益
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
よ
う
に
す
る
と
の
観
点
か
ら
、
施
行
日

ま
で
に
、
そ
の
居
住
地
、
身
分
関
係
等
を
市
町
村
に
迅
速
に
通
知
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果

に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

法
務
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
円
滑
な
施
行
を
図
る
た
め
、
現
に
本
邦
に
在
留
す
る
外
国
人
で
あ
っ
て
入
管
法
又
は

特
例
法
の
規
定
に
よ
り
本
邦
に
在
留
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
、
入
管
法
第
五
十
条
第
一
項
の

許
可
の
運
用
の
透
明
性
を
更
に
向
上
さ
せ
る
等
そ
の
出
頭
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
そ
の
他
の
不
法
滞
在
者
の
縮
減

に
向
け
た
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
検
討
す
る
も
の
と
す
る
。

３

法
務
大
臣
は
、
永
住
者
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
外
国
人
の
う
ち
特
に
我
が
国
へ
の
定
着
性
の
高
い
者
に

つ
い
て
、
歴
史
的
背
景
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
者
の
本
邦
に
お
け
る
生
活
の
安
定
に
資
す
る
と
の
観
点
か
ら
、
そ
の

在
留
管
理
の
在
り
方
を
検
討
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
一
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
新
入
管
法
及
び
新
特
例
法
の
施
行
の
状
況
を
勘

案
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
法
律
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

麻
生

太
郎

総
務
大
臣

佐
藤

勉

法
務
大
臣

森

英
介

厚
生
労
働
大
臣

Å
添

要
一

国
土
交
通
大
臣

金
子

一
義

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

商
店
街
の
活
性
化
の
た
め
の
地
域
住
民
の
需
要
に
応
じ
た
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

国
事
行
為
臨
時
代
行
名

平
成
二
十
一
年
七
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

麻
生

太
郎

法
律
第
八
十
号

商
店
街
の
活
性
化
の
た
め
の
地
域
住
民
の
需
要
に
応
じ
た
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
e

第
三
条
）

第
二
章

商
店
街
活
性
化
事
業
の
促
進
（
第
四
条
e

第
十
条
）

第
三
章

雑
則
（
第
十
一
条
e

第
十
四
条
）

第
四
章

罰
則
（
第
十
五
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
商
店
街
が
我
が
国
経
済
の
活
力
の
維
持
及
び
強
化
並
び
に
国
民
生
活
の
向
上
に
と
っ
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
中
小
小
売
商
業
及
び
中
小
サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興
並
び
に
地
域
住
民
の

生
活
の
向
上
及
び
交
流
の
促
進
に
寄
与
し
て
き
た
商
店
街
の
活
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
商
店
街
へ
の

来
訪
者
の
増
加
を
通
じ
た
中
小
小
売
商
業
者
又
は
中
小
サ
ー
ビ
ス
業
者
の
事
業
機
会
の
増
大
を
図
る
た
め
に
商
店
街

振
興
組
合
等
が
行
う
地
域
住
民
の
需
要
に
応
じ
た
事
業
活
動
に
つ
い
て
、経
済
産
業
大
臣
に
よ
る
そ
の
計
画
の
認
定
、

当
該
認
定
を
受
け
た
計
画
に
基
づ
く
事
業
に
対
す
る
特
別
の
措
置
等
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
商
店
街
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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